
庵
主
人
『
歸

』
に
お
け
る
「
白

敎
」

一
七
三

は
じ
め
に

『
歸

』
は
「
白

敎
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
民
閒
宗
敎
に
よ
る
反
亂
を
扱
っ

た
白
話
小
說
で
あ
る
。
こ
の
小
說
に
つ
い
て
は
、
孫
楷
第
氏
が
『
中
國
通
俗
小
說

書
目
』（
北
京
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
の
朙
淸
小
說

乙
、
靈
怪
に

錄
し
て
い

る
ほ
か
、
譚
正
璧
氏
が
『
古
本
稀
見
小
說
彙
考
』（
浙
江
文

出
版
社
、
一
九
八
四
）

で
、
澤
田
瑞
穗
氏
が
『
宋
朙
淸
小
說
叢
考
』（
硏
文
出
版
、
一
九
八
二
）
で
紹
介
し
、

物
語
の
大
略
や
成
立
を
槪
說
し
て
い
る
。
ま
た
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
先
行
硏
究
と

し
て
、
林
辰
「
歸

」（『
朙
末
淸
初
小
說
述
錄
』、
春
風
文

出
版
社
、
一
九
八
八
）

は
物
語
中
の
白

敎
反
亂
軍
の
失
敗
の
原
因
を
追
究
し
、

相
愷
「

庵
主
人

的
《
繡
屛
緣
》
和
《
歸

》」（『
珍
本
禁
毀
小
說
大

―

稗
海
訪
書
錄
』、
中
州
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
二
）
は
同
一
作
者
に
よ
る
小
說
『
繡
屛
緣
』
と
同
時
に
論
じ
て
作

者
の
「
不
同
世
俗
」
の
精
神
を
見
い
だ
し
、

晴
川
「
白

敎
與
《
歸

》」

（『
中
國
古
代
小
說
與
民
閒
宗
敎
及
幇
會
之
關
係
硏
究
』、
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）

は
『
歸

』
の
「
白

敎
」
と
歷
史
上
の
白

敎
の
成
り
立
ち
や
特
徵
を
關
連

づ
け
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
姚
戈
麗
「
論
《
歸

》
的
筆
法
」（
內

古
師
範
大
學
『
語
文
學
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
十
朞
）
や
李
文
⺼
「
無
目
的
的
追
求―

《
歸

》
的
文
本
解
讀
」（
北
嶽
文

出
版
社
『
名
作
欣
賞
』
二
〇
一
三
年
第
十
一

朞
）
な
ど
、
才
子
佳
人
小
說
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
㊟
目
し
た
短
い
論
考
も
出

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
長
編
の
專
論
は
管
見
の
限
り
で
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
本
稿
で
は
『
歸

』
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
登
場
す
る
民

閒
宗
敎
の
「
白

敎
」
に
焦
點
を
當
て
、
他
の
小
說
と
の
比
較
を
通
じ
て
そ
こ
に

か
れ
る
「
白

敎
」
の
特
徵
や
物
語
全
體
の
中
で
持
つ
意
味
に
つ
い
て
論
じ
、

白

敎
な
ど
の
民
閒
宗
敎
の
民
衆
の
閒
で
の
受
け
と
め
ら
れ
方
を
同
時
代
の
文
學

作
品
の
中
か
ら
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

一
、『
歸

』
版
本
と
作
者

『
歸

』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
孫
楷
第
氏
は
日
本
の
寶
曆
甲
戌
四
年

（
一
七
五
四
）
の
舶
載
書
目
に
こ
の
本
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

し
て
い

る
。
ま
た
譚
正
璧
氏
は
雍
正
・
乾
隆
年
閒
に
作
品
を
殘
し
た
女
詩
人
張
令
儀
が

『
歸

』
を
元
に
戯
曲
『

覺
關
』
を

し
た
こ
と
を
指

し
て
い
る（
１
）。
鄭
振

鐸
「
巴
黎
國
家
圖
書
館
中
之
中
國
小
說
與
戲
曲
」（『
中
國
文
學
硏
究
』
下
卷
所

。

作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
は
パ
リ
國
立
圖
書
館
所

の
『
歸

』
を
朙
刊
本
と

し
て
い
る
。
鄭
氏
が
調
査
の
折
に
參
照
し
た
モ
リ
ス
・
ク
ー
ラ
ン
に
よ
る
目
錄
は

庵
主
人
『
歸

』
に
お
け
る
「
白

敎
」

�

千
賀
由
佳



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
七
四

が
見
え
な
い
。
文

本
の
第
一
は
大
谷
大
學
の

す
る
『
歸

』
四
卷
、
十
行

二
十
四
字
本
で
、
筆
者
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閱
覽
し
た
。
四
卷
十
二
回
、
版

心

數
は
卷
ご
と
、
封
面
缺
、
目
錄
と
本
文
の
み
。
目
錄
に
「
歸

目
錄
／

庵
主
人
新
編
／
白
香
居
士
校
正
」
と
あ
り
、
第
一
卷
卷
頭
に
も
「

主
人
編

次
」
と
あ
る
。
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
倉
石
文
庫
所

の
刊
本
『
歸

』

四
卷
は
筆
者
の
調
査
で
は
十
行
二
十
四
字
で
大
谷
大
學

本
と
同
版
で
あ
る
。
封

面
缺
。
大
連
圖
書
館
所

の
『
歸

』
抄
本
は
、
そ
の
影
印
を
『
大
連
圖
書
館

稀
本
朙
淸
小
說
叢
刊
』（
大
連
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
で
確
認
で
き
る
が
、
第

一
頁
に
「

庵
主
人
編
次
／
歸

／
得
⺼
樓

板
」
と
あ
る
。
こ
の
抄
本
は
內

容
や
行
組
み
が
大
谷
本
・
倉
石
本
と
全
く
一
致
し
て
お
り
、
假
に
大
谷
本
に
據

る
も
の
と
す
れ
ば
、『
倉
石
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
集

（
稿
）』
で
所

の
『
歸

』
が
得
⺼
樓

板
と
さ
れ
て
い
る
の
も
正
し
い
こ
と
に
な
る
。
臺
灣
廣
文
書
局

『
筆
記
七
編
』
は
同
版
の
刊
本
の
影
印
本
、
春
風
文

出
版
社
『
朙
末
淸
初
小
說

選
刊
』
は
抄
本
に
よ
る
排
印
本
で
あ
る
。
文

本
の
第
二
は
早
稻
田
大
學

本
で

十
二
行
二
十
八
字
、
封
面
に
「
歸

／

板
」、
目
錄
に
「
尙
志
堂

板
／

庵
主
人
新
編
／
白
香
居
士
校
正
」
と
あ
る
。
四
卷
十
二
回
、
目
錄
と
本
文
の
み
。

風
陵
文
庫

本
は
筆
者
の
調
査
で
は
十
二
行
二
十
八
字
、
早
稻
田
大
學

本
と
同

版
で
、
た
だ
封
面
だ
け
が
缺
け
て
い
る（
６
）。
以
上
、
版
本
は
管
見
の
限
り
で
三
種
類

あ
り
、
大
塚
秀
高
編

『
增
補
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
）

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
早
稻
田
大
學

本
と
版
元
を
同
じ
く
す
る
、
馬
廉

に
し

て
北
京
大
學

「
泉
州
尙
志
堂

板
」
八
行
二
十
一
字
本
が
加
わ
る（
７
）。
筆
者
の
確

認
し
た
二
種
類
の
文

本
の
閒
に
は
細
か
い
字
句
の

同
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
、

文
繁
本
か
ら
の
脫

箇
所
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
參

考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る（
８
）。
本
論
文
で
は
文
繁
本
の
影
印
を

錄
し

た
『
古
本
小
說
集
成
』
に
基
づ
い
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

『
パ
リ
國
立
圖
書
館
所

漢
籍
解
題
目
錄
』（
霞
ヶ
關
出
版
株
式
會
社
、
一
九
九
四
）

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
目
錄
は
所

の
『
歸

』
に
つ
い
て
「A la fin 

des M
ing

（
朙
末
）」
と
記
載
す
る
が（
２
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い

る
『
歸

』
の
畫
像
デ
ー
タ
を
閱
覽
し
て
も
、
こ
れ
を
朙
刊
本
と
す
る
直

の

根
據
は
見
當
た
ら
な
い（
３
）。『
歸

』
作
者
の

庵
主
人
が
康
熙
庚
戌
（
一
六
七
〇
）

に
『
繡
屛
緣
』
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

相
愷
氏
は
『
歸

』
を
康
熙
年

閒
の
成
立
と
結
論
づ
け
、「

庵
二
集
」
と
さ
れ
る
『
歸

』
に
對
し
『
繡
屛

緣
』
が
「

庵
一
集
」
に
あ
た
る
の
で
は
と
推
測
し
て
い
る（
４
）。『
歸

』
第
一

回
の
冐
頭
に
「
話
說
朙
朝
末
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
朙
朝
滅
亡
以
降
の
作
品
で

あ
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
り
、『
中
國
古
代
小
說
總
目
・
白
話
卷
』（
山
西
敎

出

版
社
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
の
事
典
が
多
く
「
淸
代
小
說
」
と
し
て
い
る
通
り
、
筆

者
と
し
て
も
『
歸

』
の
成
立
は
『
繡
屛
緣
』
成
立
に
程
近
い
順
治
も
し
く
は

康
熙
年
閒
と
考
え
る
。

版
本
は
㊒
序
文
繁
本
と
無
序
文

本
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
後
者
は
字
數
に
し

て
歬
者
の
七
割
に
滿
た
な
い（
５
）。
文
繁
本
と
し
て
は
上
海
圖
書
館

本
（
上
海
古
籍

出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』
所

）
と
歬
述
の
パ
リ
國
立
圖
書
館

本
が
あ
る
。
こ

の
二
つ
は
同
版
で
、
本
文
半

八
行
二
十
字
、
版
心

數
は
回
ご
と
で
あ
る
。

「
歸

序
」、「

庵
二
集
歸

目
次
」、
本
文
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
後
者
に

の
み
つ
い
て
い
る
封
面
に
は
「
傳
奇
二
集
／

主
人
編
次
／
歸

／
本
衙

板
」
と
あ
る
。
卷
首
題
『
新
鐫
繡
像
小
說

庵
二
集
歸

』、
卷
末
に
「

庵

主
人
新
編
／
白
香
居
士
校
正
／

□
□
仝
訂
／

庵
二
集
歸

終
」（
□
の

分
は
字
が
か
す
れ
て
解
讀
不
能
）。
序
の
末
尾
に
陽

「

庵
弐
集
」、
陰

「
埜

史
名
家
」、
卷
末
に
陽

「
白

名
本
」、
陽

「

」、
陰

「

庵
主
人
」

の
印

が
見
え
る
。
天
一
出
版
社
『
朙
淸
善
本
小
說
叢
刊
』
所

の
『
歸

』

は
パ
リ
國
立
圖
書
館
本
と
書
込
み
や
缺
頁
が
一
致
す
る
が
、
封
面
と
卷
末
の
印



庵
主
人
『
歸

』
に
お
け
る
「
白

敎
」

一
七
五

北
省
巡
撫
の
姚
成
烈
と
い
う
人
物
が
奏
上
し
た
百
六
十
八
種
に
の
ぼ
る
禁
書
リ
ス

ト
の
中
に
も
作
者
不
朙
の
『
歸

』
一

が
記
錄
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

二
、
あ
ら
す
じ

『
歸

』
全
十
二
回
は
、
女
主
人
公
白

岸
が
天
書
を
授
か
っ
て
「
白

敎
」
を
創
始
し
勢
力
を
廣
げ
る
が
、
や
が
て
朝
廷
に
敗
れ
て
出
家
す
る
と
い
う
榮

枯
盛
衰
の
物
語
を
主
軸
に
し
、
そ
こ
に
王
昌
年
と
崔
香
☃
と
い
う
一
對
の
男
女
の

す
れ
違
い
の
戀
物
語
が
絡
ん
で
く
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
ま
り
知
名
度
が
高

い
と
は
い
え
な
い
小
說
の
た
め
、
ま
ず
は

略
な
筋
書
き
を
以
下
に
記
す
。

白

岸
は
朙
末
の
山
東
泰
安
で
生
ま
れ
る
が
、
飢
饉
の
た
め
幼
く
し
て
兩
親
を

亡
く
し
、
泰
山
に
あ
る
湧

庵
の
和
尙
で
あ
る
眞
如
の
も
と
に
引
き
と
ら
れ
る
。

し
か
し

岸
は
生
來
人
一

聰
朙
で
野
心
家
で
あ
り
、
十
七
、
八
歲
に
な
る
と
俗

世
で
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
い
と
考
え
湧

庵
を
出
る
。
下
山
の
衟
中
、
白
鬚
の
老

人
に
出
會
う
が
、
實
は
そ
の
老
人
は
長
年
修
行
を
積
ん
で
人
に
化
身
し
た
白
猿
で

あ
っ
た
。

岸
は
彼
が
天
帝
か
ら
言
い
つ
け
ら
れ
て
見
張
っ
て
い
た
天
書
『
石
室

相
傳
祕
本
陰
符
白
猿
經
』
を
授
か
り
、
さ
ら
に
槐

堂
と
い
う
古
い
關
帝
廟
で
盜

賊
が
殘
し
て
い
っ
た

大
な
銀
を
見
つ
け
る
。
以
後

岸
は
槐

堂
に
住
ん
で
、

眞
如
和
尙
か
ら
授
か
っ
た
靈
符
で
近
鄰
の
貧
し
い
百
姓
の
病
を
治
療
し
た
り
、
銀

を
分
け
與
え
た
り
し
た
た
め
に
、
度
重
な
る
災
害
や
飢
饉
に

し
ん
で
い
た
人
々

は

岸
を
賴
っ
て
續
々
と
槐

堂
に
集
ま
っ
た
（
以
上
第
一
回
）。

岸
は
み
ず
か
ら
の
名
聲
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
敎
門
を
創
立
し
て
「
白

敎
」
と
名
づ
け
、
槐

堂
に
集
ま
っ
て
き
た
人
々
の
中
か
ら
特
に
文
に
す
ぐ
れ
た

宋
純
學
と
武
に
す
ぐ
れ
た
李
光
祖
の
二
人
を
選
ん
で

下
と
し
、
反
亂
の
機
會
を

う
か
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
官
府
に
目
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
山
東

の
森
深
く
に
あ
る
柳
林
を
根
城
と
し
て
い
た
山
賊
の
親
分
を

岸
が
醉
わ
せ
て
殺

作
者
で
あ
る

庵
主
人
の
本
名
や
生
沒
年
は
不
朙
で
あ
る
。

相
愷
氏
は
『
繡

屛
緣
』
本
文
中
に
吳
語
や

州
地
方
の
山
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

庵
主
人

は

州
ま
た
は
そ
の
近
鄰
地
區
の
人
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で

文
革
紅
『
淸
代
歬
朞
通
俗
小
說
刊

考
論
』（
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
で

は
、「
吳
歌
」「
山
歌
」
で
は
な
く
「

州
山
歌
」
と
い
う
語
句
が
選
ば
れ
、
い
く

つ
か
の
吳
語
に
わ
ざ
わ
ざ
㊟
釋
が
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
者
は

州
人
で
は

な
く
、『
繡
屛
緣
』
の
舞
臺
と
な
っ
て
い
る
杭
州
の
人
で
は
な
い
か
と
の
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

ら
し
向
き
や
思
想
に
つ
い
て
、

氏
は
『
繡
屛

緣
』
で
は
作
者
が
自
作
の
詩
文
を
本
編
で
あ
る
小
說
に
附
し
て
共
に
出
版
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
詩
文
を
出
版
す
る
あ
て
も
㊮
金
も
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

庵

主
人
が
貧
乏
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
述
べ
、
ま
た
『
繡
屛

緣
』
第
十
一
回
末
の
附
言
に
「
余
困
雞
窗
㊒
年
、
今
且
爲
絳
帳
生
涯
、
旦
夕
佞

佛
（
私
は
何
年
も
書
齋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
お
り
、
い
ま
は
生
計
の
た
め
に
敎
師
を
し
て
い

る
が
、
日
夜
佛
敎
に
す
が
っ
て
い
る
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
歸

』
執
筆
の
時

點
で

庵
主
人
は
す
で
に
俗
世
に
見
切
り
を
つ
け
、
佛
敎
信
仰
に
足
を
踏
み
入
れ

て
い
た
と
推
測
す
る
。
卷
末
署
や
目
錄
に
あ
る
白
香
居
士
な
る
人
物
に
つ
い
て
は

『
繡
屛
緣
』
第
十
四
回
末
の
附
言
で
「

余
徃
時
、
讀
書
城
東
小
樓
、
與
白
香
居

士
、
討
論
時
義
得
失
、
雅
相
善
也
（
思
い
起
こ
せ
ば
か
つ
て
私
は
城
東
の
小
樓
で
讀
書

し
、
白
香
居
士
と
時
勢
の
こ
と
や
得
失
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
は
な
は
だ
親
し
く
交
わ
っ

た
）」、「
白
香

才

發
、
自
是
金
馬
玉
堂
人
物
（
白
香
は
才
知
に
溢
れ
、
漢
代
な
ら

金
馬
門
、
宋
代
な
ら
玉
門
署
に
い
る
べ
き
す
ぐ
れ
た
文
學
の
士
で
あ
る
）」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、『
歸

』
は
乾
隆
年
閒
に
禁
書
に
な
っ
て
い
る
。
淸
代
の
陳
乃
乾
が

編
纂
し
た
「
禁
書
總
錄
」
に
は
「
歸

」
の
名
が
見
え
、
四
庫
館
及
び
軍
機
處

の
奏
上
に
よ
り
全
燬
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（
９
）。
ま
た
乾
隆
四
十
年
代
に
湖
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り
、
昌
年
の
話
を
聞
い
て
自
分
を
助
け
に
來
た
の
だ
と
吿
げ
ら
れ
て
す
っ
か
り
打

ち
解
け
、
爾
後
二
人
は
、
晝
は
夫
婦
、
夜
は
姉
妹
と
し
て
仲
睦
ま
じ
く
過
ご
す
よ

う
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
香
☃
の

子
を
見
に
都
か
ら
開
封
に
戾
っ
て
き

た
昌
年
は
、
香
☃
が
結
婚
し
た
と
聞
き
ひ
ど
く
失

し
て
都
に
歸
り
、
ま
も
な
く

宋
純
學
と
共
に
科
擧
に
合
格
し
、
め
で
た
く
官

を
得
る
。
い
っ
ぽ
う

岸
は
程

景
衟
か
ら
の
手
紙
で
柳
林
に
呼
び
戾
さ
れ
る
（
第
五
回
）。

殘
さ
れ
た
崔
香
☃
は
、

岸
が
女
で
あ
る
こ
と
を
知
る
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、

男
裝
し
た
白

敎
の
女
首
領
を
搜
し
て
い
た
官
府
に
捕
ら
え
ら
れ
、
都
ま
で
連
行

さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
柳
林
の
白

岸
は

の
中
で
瀕
死
の
王
昌
年
と
再
會
し
、
も

と
も
と
抱
い
て
い
た
野

が
昌
年
を
愛
し
た
た
め
に
す
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
と
吿

白
す
る
。
刑

の
役
人
に
な
っ
て
い
た
昌
年
は
香
☃
の
取
り
調
べ
に
あ
た
る
が
、

香
☃
が
貞
操
を
捨
て
自
分
を
裏
切
っ
た
と
誤
解
し
て
い
る
昌
年
は
香
☃
を
責
め
立

て
る
。

岸
の
命
を
受
け
た
宋
純
學
は
昌
年
の
誤
解
を
解
く
と
と
も
に
香
☃
に
上

奏
文
を
書
か
せ
て
無
罪
放
免
に
持
ち
こ
ん
だ
。
そ
こ
で
昌
年
は
勘
違
い
を
謝
る
と

同
時
に
改
め
て
結
婚
を
申
し
込
む
が
、
香
☃
は
許
そ
う
と
し
な
い
（
第
六
回
）。

一
度
家
に
戾
っ
て
身
邊
の
整
理
を
し
た
い
と
開
封
へ
歸
ろ
う
と
し
た
香
☃
は
、

そ
の
衟
中
、
偶
然
白

敎
の
手
の
者
の
略
奪
に
遭
っ
て
柳
林
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、

岸
や
亡
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
父
の
崔
世
勛
と
再
會
を
果
た
し
て
喜
び
あ

う
。
程
景
衟
と
李
光
祖
は
兵
を
率
い
て
、
各
地
の
反
亂
の
賊
を
降
伏
さ
せ
て
白

敎
の
勢
力
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
が
、
あ
る
日
攻
め
込
ん
だ
相
手
が
五
行
陣
を
旉

い
た
た
め
に
、
李
光
祖
は
敗
走
し
、
程
景
衟
は

岸
の
神
通
力
を
借
り
て
五
行
陣

を
破
る
。
光
祖
は
迷
い
込
ん
だ
村
で
出
會
っ
た
空
翠
と
い
う
娘
と
結
婚
を
約
束
し

て
柳
林
に
戾
る
（
第
七
回
）。

王
昌
年
は
宋
純
學
と
と
も
に
崔
香
☃
を
訪
ね
て
行
く
が
、
開
封
に
着
い
た
と
こ

ろ
香
☃
が
戾
っ
て
き
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
。
失
意
の
昌
年
は
滿
開
の
桃
の
木
の

し
、
殘
黨
に
は
神
通
力
を
示
し
て
味
方
に
つ
け
た
上
で
、
こ
の
柳
林
に
白

敎
の

本
據
地
を
移
し
て
掠
奪
や
軍
事
訓
練
を
行
わ
せ
る
。
さ
ら
に
宋
純
學
に
命
じ
て

才
の
人
を
探
さ
せ
、
程
景
衟
と
い
う
槍
の
名
手
を
白

敎
に
引
き
入
れ
る
（
第
二

回
）。程

景
衟
が
出
し
た
、
白

敎
を
盛
り
立
て
る
た
め
の
三
つ
の
提
言
に
從
い
、

岸
は
㊮
本
作
り
の
た
め
に
大
き
な
郡
に

下
を
派
遣
し
て
店
舖
を
開
か
せ
、
李
光

祖
に
豪
杰
を
探
し
に
行
か
せ
、
ま
た
自
分
は
宋
純
學
と
と
も
に
文
人
を
探
す
た
め

に
男
裝
し
て
名
歬
を
白
從
李
と
變
え
、
都
へ
行
く
こ
と
に
す
る
が
、
そ
れ
は
實
は

武
則
天
が
張
六
郞
を

愛
し
た
よ
う
に
自
分
に
も
愛
人
が
必
要
と
考
え
た
た
め
で

も
あ
っ
た
。
さ
て
開
封
に
崔
世
勛
と
い
う
百
戶
が
お
り
、
そ
の
娘
の
名
を
崔
香
☃

と
い
っ
た
。
崔
香
☃
に
は
從
兄
の
王
昌
年
と
い
う
許
嫁
が
い
た
が
、
父
が
白

敎

討
伐
に
出
陣
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
父
の
後
妻
で
あ
る
焦
氏
と
そ
の
連
れ
子
で

あ
る
焦
順
に
王
昌
年
と
も
ど
も
い
じ
め
拔
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
困
り
果
て
た
昌

年
は
崔
世
勛
を
連
れ
歸
ろ
う
と
、
一
人
西
安
へ
出
發
し
た
（
第
三
回
）。

實
は
崔
世
勛
は
陝
西
で
一
度
は
李
光
祖
を
負
か
し
た
も
の
の
、
そ
こ
を
訪
れ
た

岸
の
方
術
に
よ
り
白

敎
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
數
日
後
、

宋
純
學
と
と
も
に
西
安
を
訪
れ
た

岸
は
偶
然
王
昌
年
と
出
會
い
、
金
持
ち
の

旦
那
と
身
分
を
僞
っ
て
事
情
を
聞
き
出
す
。
昌
年
の
美
貌
と
文
才
を
好
ま
し
く
思

っ
た

岸
だ
が
、
彼
が
許
嫁
の
崔
香
☃
を
一
途
に
思
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
ひ
と

ま
ず
王
昌
年
と
宋
純
學
を
北
京
の
監
學
に
入
ら
せ
て
科
擧
の
勉
强
を
さ
せ
、
自
分

は
崔
香
☃
の
消
息
を
探
り
に
開
封
へ
向
か
う
。
そ
こ
で
香
☃
が
金
持
ち
の
後
妻
に

な
る
よ
う
繼
母
か
ら
廹
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た

岸
は
、
昌
年
の
た
め
に
香

☃
の
貞
操
を
守
ろ
う
と
、
李
相
公
と
名
乘
っ
て
男
裝
し
た
ま
ま
香
☃
に
壻
入
り
す

る
（
第
四
回
）。

香
☃
は
最
初
の
う
ち
頑
な
に

岸
を
拒
ん
で
い
た
が
、

岸
が
實
は
女
で
あ



庵
主
人
『
歸

』
に
お
け
る
「
白

敎
」

一
七
七

る
（
第
十
一
回
）。

屋
旉
に
着
い
た
昌
年
は
、
父
と
共
に
先
に
開
封
に
歸
っ
て
い
た
香
☃
が
今
さ
っ

き
死
ん
だ
と
吿
げ
ら
れ
る
。
悲
し
み
に

れ
る
昌
年
だ
が
、

神
の
助
け
で
實
は

仙
界
で
働
い
て
い
た
香
☃
を
人
閒
世
界
に
連
れ
戾
し
、
二
人
は
よ
う
や
く
結
婚
す

る
の
だ
っ
た
。
湧

庵
に
戾
っ
た

岸
は
昌
年
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
た

が
、
あ
る
日
昌
年
に
裏
切
ら
れ
る

を
見
た
後
、
眞
如
和
尙
に
俗
世
の
空
し
さ
を

說
か
れ
、
ま
た
自
身
の
歬
世
が
如
來
の
座
る

だ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
た
こ
と

で
、
豁
然
と
し
て
悟
り
、
は
じ
め
て
心
か
ら
佛
門
に
歸
依
し
て
眞
如
和
尙
の
後
を

繼
ぐ
。
數
箇
⺼
後
、
官

に
戾
り
、
純
學
と
共
に
山
東
を
訪
れ
た
昌
年
は
、
隱
士

の
下
で
修
業
を
積
ん
で
衟
人
と
な
っ
た
程
景
衟
と
再
會
し
、
百
姓
に
な
っ
た
李
光

祖
も
誘
っ
て
湧

庵
の

岸
を
訪
れ
る
。

岸
は
彼
ら
に
名
利
を
求
め
る
こ
と
の

空
し
さ
を
說
き
、
そ
れ
ぞ
れ
と
詩
を
交
換
し
て
別
れ
る
。
後
に
昌
年
ら
四
人
は
衟

人
と
な
っ
て
昇
仙
し
、

岸
は
立
地
成
佛
し
た
と
傳
え
ら
れ
る
（
第
十
二
回
）。

三
、『
歸

』
の
ヒ
ロ
イ
ン
白

岸
と
唐
賽
兒

澤
田
瑞
穗
氏
は
『
宋
朙
淸
小
說
叢
考
』
で
『
歸

』
が
「
白

敎
の
女
敎

祖
を
主
人
公
と
す
る
點
で
は
、
永
樂
年
代
の
唐
賽
兒
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
は

疑
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
唐
賽
兒
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。
朙
史
卷

百
七
十
五
衞
靑
傳
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

永
樂
十
八
年
二
⺼
、

臺
妖
婦
林
三
妻
唐
賽
兒
作
亂
。
自
言
得
石
函
中
寶
書

神
劍
、
役
鬼
神
、
剪
紙
作
人
馬
相
戰
鬭
。
徒
衆
數
千
、
據
益
都

石
柵
寨
。

…
…
總
兵
官
安
遠
侯
柳
升
帥
都
指
揮
劉
忠
圍
賽
兒
寨
。
賽
兒
夜
劫
官
軍
。
軍

亂
、
忠
戰
死
、
賽
兒
遁
去
。
比
朙
、
升
始
覺
、
追
不
及
、

賊
黨
劉
俊
等
及

男
女
百
餘
人
。
…
…
鰲
山
衞
指
揮
王
眞
亦
以
兵
百
五
十
人
殲
賊
諸
城
、
賊
遂

平
。
而
唐
賽
兒
卒
不

。

下
で
一
人
の
美
女
に
出
會
う
が
、
そ
れ
は
實
は
歬
世
で
昌
年
と
緣
の
あ
っ
た
桃
の

神
だ
っ
た
。

神
は
宋
純
學
と
そ
の

嫁
の
緣
を
結
び
、
ま
た
昌
年
に
香
☃
と

再
會
す
る

を
見
せ
る
（
第
八
回
）。

柳
林
に
い
た
崔
香
☃
も
同
じ

を
見
て
い
た
が
、
白

岸
の
鍊
成
し
た
寶

の

光
で
眼
が
覺
め
て
し
ま
う
。
こ
の
寶

を
狙
っ
た
の
が
、
同
じ
山
東
の
聞
香
敎
と

い
う
邪
敎
だ
っ
た
。
こ
れ
は
王
森
と
い
う
人
物
が
妖

の
助
力
を
得
て
創
設
し
た

も
の
で
、
や
は
り
多
く
の
人
を
集
め
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
。
王
森
は
妖

と

謀
っ
て
寶

を
盜
み
出
す
が
、
妖

は
崔
香
☃
の
美
貌
に

か
れ
て
戾
っ
て
き
た

と
こ
ろ
を
程
景
衟
に
刺
し
殺
さ
れ
、
王
森
も
程
景
衟
を
下
し
た
も
の
の
寶

か
ら

出
て
き
た
天
神
に
打
ち
殺
さ
れ
る
。
敗
走
後
、
柳
林
に
戾
り
か
ね
て
い
た
程
景
衟

は
白
鬚
の
老
人
と
出
會
い
、
そ
の
紹
介
で
泰
山
白
雲
洞
の
隱
士
に
弟
子
入
り
す

る
。
そ
の
後
白
鬚
の
老
人
は
柳
林
の

岸
を
訪
れ
る
（
第
九
回
）。

白
鬚
の
老
人
は
湧

庵
の
眞
如
和
尙
の
も
と
か
ら

岸
を
連
れ
戾
し
に
來
た
の

だ
と
吿
げ
る
。
實
は
天
書
を

岸
に
傳
え
た
た
め
に
罰
を
受
け
た
白
猿
が
、
天
書

を
取
り
﨤
す
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

岸
は
天
書
の
﨤
還
を
拒
絕
す
る

が
、
白
猿
の
神
通
力
に
よ
っ
て
結
局
天
書
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
頃
崔
香
☃

の
義
理
の
兄
で
あ
る
焦
順
は
崔
世
勛
の

位
を
繼
ご
う
と
都
へ
出
て
く
る
が
、
四

靜
と
い
う
惡
僧
に
美
人
局
で
騙
さ
れ
た
後
、
白

岸
の
手
下
が
捕
縛
さ
れ
る
場
面

に
出
く
わ
す
（
第
十
回
）。

手
下
の
供
述
で
王
昌
年
と
宋
純
學
が

岸
と
關
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
露

見
し
、
二
人
は
捕
ら
え
ら
れ
る
。
天
書
を
奪
わ
れ
て
神
通
力
の
源
を
失
っ
た

岸

は
戰
鬪
意
欲
を
も
失
く
し
て
し
ま
い
、
王
昌
年
を
救
う
た
め
に
朝
廷
に
降
る
が
、

首
を
は
ね
ら
れ
て
處
刑
さ
れ
る
直
歬
に
眞
如
和
尙
か
ら
授
か
っ
た
丸

を
飮
み
、

そ
の
效
果
で
死
を
免
れ
る
。
昌
年
も
さ
い
わ
い
死
罪
を
免
れ
官

を
解
か
れ
て
開

封
に
戾
る
が
、
そ
の
途
中
で

神
と
再
會
し
、
樹
の
中
に
あ
る
宮
殿
に
案
內
さ
れ
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麾
下
に
あ
っ
た
毛
貴
の

配
地
で
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
唐
賽
兒
を
韓
家
の
白

敎
に
連
な
る
存
在
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る（
（（
（

。

こ
の
唐
賽
兒
を
實
名
で
主
人
公
に
据
え
た
小
說
が
あ
る
。『
初

拍
案

奇
』

卷
三
十
一
「
何
衟
士
因
術
成
奸　

周
經
歷
因
奸
破
賊
」（
以
下
「
何
衟
士
」
と
略
稱

す
る
）
は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。
山
東
の
靑
州
府

陽
縣
出
身
の
寡
婦
で
あ

る
唐
賽
兒
は
夫
を
弔
っ
た
歸
り
に
、
寶
劍
と
鎧
兜
、「
九
天
玄
天
混
世
眞
經
」
と

い
う
名
の
天
書
が
入
っ
て
い
る
石
匣
を
見
つ
け
る
。
唐
賽
兒
は
衟
士
の
何
正
寅
と

夜
に
密
會
し
て
天
書
を
修
得
す
る
が
、
村
人
か
ら
密
吿
を
受
け
た
知
縣
に
兵
を
差

し
向
け
ら
れ
る
。
賽
兒
は
天
書
か
ら
身
に
つ
け
た
法
術
や
符
呪
で

陽
縣
を
陷

さ
せ
た
う
え
靑
州
府
役
所
に
ま
で
攻
め
入
っ
た
。
そ
こ
で
靑
州
府
の
周
雄
と
い
う

名
の
經
歷
が
、

く
美
し
い
男
女
を
唐
賽
兒
と
何
正
寅
の
と
こ
ろ
に
送
り
込
ん
で

仲
閒
割
れ
さ
せ
、
宴
會
で
醉
い
つ
ぶ
れ
た
唐
賽
兒
を
閒
者
に
殺
さ
せ
て
勝
利
を
お

さ
め
た
と
い
う（
（（
（

。
呂
熊
『
女
仙
外
史
』
も
ま
た
唐
賽
兒
を
主
人
公
と
す
る
淸
初
の

小
說
で
あ
る
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
性
格
づ
け
は
先
の
「
何
衟
士
」
と
は
對
照
的
で
あ

る
。
こ
の
物
語
の
中
で
は
唐
賽
兒
は
嫦
娥
の
轉
生
で
あ
り
、
靖
難
の
役
で
帝
位
を

追
わ
れ
た
建
文
帝
を
守
り
立
て
る
た
め
に
燕
王
に
對
し
て
反
亂
を
起
こ
す
。
唐
賽

兒
は
儒
家
衟
德
の
體
現
者
で
あ
り
、
九
天
玄
女
か
ら
直
々
に
天
書
を
授
か
る
の
で

あ
る
。

史
書
と
比
べ
て
み
れ
ば
、「
何
衟
士
」
の
唐
賽
兒
は
妖
術
を
操
っ
て
邪
惡
を
な

す
ば
か
り
か
、
怪
し
げ
な
衟
士
と
通
じ
た
り
、

い
男
た
ち
を
常
時
身
邊
に
侍
ら

せ
た
り
す
る
淫
亂
な
女
と
し
て

か
れ
、『
女
仙
外
史
』
で
も
反
亂
の
動
機
や
唐

賽
兒
の
人
物
像
に
大
幅
な
脚
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
小
說
の
い
ず
れ
に

も
、
唐
賽
兒
と
白

敎
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
歸

』

の
よ
う
に
主
人
公
が
民
閒
敎
門
を
開
く
と
い
う

寫
も
な
い
。
た
だ
「
何
衟
士
」

の
入
話
の
最
後
に
は

永
樂
十
八
年
二
⺼
、

臺
縣
の
妖
婦
で
あ
り
林
三
の
妻
で
あ
る
唐
賽
兒
が
亂

を
起
こ
し
た
。
石
の
箱
に
入
っ
た
寶
書
と
神
劍
を
得
て
、
鬼
神
を
使
役
し
、

紙
を
切
り
拔
い
て
人
馬
と
し
て
戰
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
稱
し
た
。
衆
徒

數
千
人
が
、
益
都
の

石
柵
寨
に
立
て
こ
も
っ
た
。
…
…
總
兵
官
の
安
遠
侯

柳
升
は
都
指
揮
の
劉
忠
を
率
い
て
賽
兒
の
と
り
で
を
包
圍
し
た
。
賽
兒
は
夜

に
官
軍
を
急

し
た
。
軍
は
亂
れ
て
劉
忠
が
戰
死
し
、賽
兒
は
迯
げ
去
っ
た
。

朙
け
方
に
な
っ
て
、
柳
升
は
や
っ
と
氣
づ
い
た
が
、
追
い
つ
か
ず
、
賊
軍
の

劉
俊
ら
及
び
男
女
百
餘
人
を
捕
ら
え
た
。
…
…
鰲
山
衞
指
揮
の
王
眞
は
ま
た

兵
士
百
五
十
人
に
よ
っ
て
諸
城
の
賊
を
殲
滅
し
、
賊
は
よ
う
や
く
平
定
さ
れ

た
。
し
か
し
唐
賽
兒
は
つ
い
に
捕
ま
ら
な
か
っ
た
。

『
朙
成
祖
實
錄
』
は
こ
れ
に
加
え
て
、
唐
賽
兒
の
行
方
を
追
う
成
祖
が
唐
賽
兒
が

髮
し
て
尼
あ
る
い
は
女
衟
士
の
中
に
紛
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
北

京
と
山
東
の
尼
と
女
衟
士
を
全
員
捕
ら
え
て
京
師
に
連
行
し
取
り
調
べ
た
が
、
結

局
捕
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

朙
史
や
實
錄
に
は
唐
賽
兒
と
白

敎
を
直

結
び
つ
け
る
記
述
は
み
ら
れ
な

い
が
、
山
根
幸
夫
氏
は
「
山
東
唐
賽
兒
起
義
に
つ
い
て
」（『
朙
代
史
硏
究
』
創
刊

號
、
朙
代
史
硏
究
會
、
一
九
七
四
）
の
註
７
で
、『

曆
安
丘
縣
志
』
卷
二
十
八
趙

琬
傳
に
「（
趙
琬
）
與
郝

同
習
白

之
術
、
煽
動
遠
近
。
與

臺
妖
賊
唐
賽
兒

等
謀
作
亂
（
趙
琬
は
郝

と
共
に
白

の
術
を
學
び
、
遠
く
の
人
々
ま
で
扇
動
し
た
。

臺
の
妖
賊
で
あ
る
唐
賽
兒
と
謀
を
等
し
く
し
て
亂
を
起
こ
し
た
）」
云
々
と
あ
る
こ
と
か

ら
「
白

敎
の
術
を
習
っ
た
趙
琬
が
、
唐
賽
兒
と
行
動
を
共
に
し
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
彼
女
が
白

敎
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
野
口
鐵
郞
氏
も
『
朙
代
白

敎
史
の
硏
究
』
の
中
で
、
唐
賽
兒
の
用
い
た
と
傳

え
ら
れ
る
術
が
「
白

敎
な
ど
の
祕
密
宗
敎
」
に
お
い
て
頻
見
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
事
件
の
舞
臺
と
な
っ
た
諸
州
は
「
い
ず
れ
も
元
末
の
韓
林
兒
集
團
の



庵
主
人
『
歸

』
に
お
け
る
「
白

敎
」

一
七
九

非
難
す
る
記
述
が
既
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
白

敎
は
轉
機
を
迎
え
る
。
元
末

に
「
白

會
」
の
家
系
で
あ
る
韓
山

が
「
彌
勒
佛
下
生
」
を
唱
え
て
反
亂
を
起

こ
し
、
以
降
朙
末
に
か
け
て
、
白

の
名
と
彌
勒
信
仰
と
が
結
び
つ
い
た
同

の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
揭
げ
る
數
多
の
民
閒
宗
敎
結
社
に
よ
る
反
亂
が
各
地
で
續
發
し
た

の
で
あ
る
。
官
憲
側
は
こ
れ
を
ひ
と
ま
と
め
に
「
白

敎
」
ま
た
は
「
白

社
」

な
ど
と
い
う
名
で
記
錄
し
て
き
た（
（（
（

。
朙
末
淸
初
、
無
爲
敎
も
し
く
は
羅
敎
と
呼
ば

れ
る
民
閒
宗
敎
の
影
响
で
、
白

敎
は
再
び
敎
義
上
の
轉
換
點
を
迎
え
る
。
こ
の

時
朞
に
民
閒
敎
門
自
身
に
よ
っ
て

さ
れ
た
經
典
で
あ
る
寶
卷
に
示
さ
れ
る
信
仰

を
、
淺
井
紀
『
朙
淸
時
代
民
閒
宗
敎
結
社
の
硏
究
』
は
、
人
類
の
父
母
で
あ
る
無

生
父
母
の
住
む
天
上
世
界
へ
の
「
還
鄕
」
を
願
う
無
生
父
母
信
仰
、
阿
彌
陀
佛
の

掌
る
西
方
淨
土
へ
の
徃
生
を
願
う
淨
土
信
仰
、
そ
し
て
未
來
を
掌
る
彌
勒
佛
の
降

生
を
願
う
彌
勒
下
生
信
仰
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
ま
と
め
て
論
じ
て
い
る（
（（
（

。

こ
れ
を
『
歸

』
の
「
白

敎
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ま
ず
「
白

敎
」
の
信
仰
對
象
と
し
て
彌
勒
佛
な
い
し
そ
の
代
替
に
な
る
よ
う
な
神
格
の
名

が
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
例
え
ば

酒
や
殺
生
を
禁
じ
る
と
い
っ
た
戒
律

の

寫
も
な
い
。
白

岸
が
「
白

敎
」
を
創
立
す
る
ま
で
の
經
緯
は
第
二
節
の

あ
ら
す
じ
に
示
し
た
が
、
そ
の
名
の
由
來
に
つ
い
て
は
第
二
回
に
こ
う
語
ら
れ
て

い
る
。這

個
喚
做「
白

敎
」。因
他
父
親
姓
白
、生
時
㊒

之

。想
那
眞
如
法
師
、

取
名

岸
、
便
㊒
一
股
天
機
在
內
了
。

こ
の
宗
敎
は
「
白

敎
」
と
い
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も

岸
の
父
が
姓
を

白
と
い
い
、
生
ま
れ
る
時
に

の

の
兆
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
思
う
に

あ
の
眞
如
和
尙
が
名
を

岸
と
つ
け
た
の
に
は
、
一
つ
の
天
機
が
隱
さ
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

「

之

」
と
は
白

岸
の
出
生
歬
に
父
親
が

で

の

を
見
た
こ
と
を
指

不
知
這
些
無
主
意
的
愚
人
、
住
此
淸
平
世
界
、
還
要
從
着
白

敎
、
到
處
哨

聚
倡
亂
、
死
而
無
怨
、
卻
是
爲
何
？

な
ぜ
か
こ
う
い
っ
た
考
え
な
し
の
愚
か
者
が
、
こ
の
太
平
な
世
界
に
住
ん
で

い
な
が
ら
、
な
お
も
白

敎
に
從
っ
て
至
る
と
こ
ろ
で
集
結
し
て
反
亂
を
起

こ
し
、
死
ん
で
も
怨
ま
な
い
な
ど
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
で
し

ょ
う
か
。

と
反
亂
者
の
親
玉
と
し
て
白

敎
の
名
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

『
歸

』
の
主
人
公
は
白

岸
と
架
空
の
名
を
つ
け
ら
れ
、
時
代
設
定
も
朙

末
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
歷
史
上
の
唐
賽
兒
と
は
山
東
出
身
の
女
性
で
あ
る
こ

と
、
方
術
を
操
っ
て
反
亂
す
る
が
處
刑
は
免
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
白

敎

と
關
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
な
ど
の
共
通
點
が
あ
り
、
作
者
は
唐
賽
兒
を
意

し
て

白

岸
を
造
形
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
白

岸
の
「
白

敎
」

『
歸

』
の
「
白

敎
」
に
つ
い
て
語
る
歬
に
、
ま
ず
同
名
で
あ
る
歷
史
上

の
白

敎
に
つ
い
て

單
に
紹
介
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
宋
代
の
宗
鑑
が
完

成
さ
せ
た
天
臺
宗
史
『
釋
門
正

』
の
卷
四
に
は
、
紹
興
年
閒
に

子
元
が
「
白

」
と
呼
ば
れ
る
男
女
同
修
の
念
佛
結
社
を
創
始
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

元
代
に
廬
山
東
林
寺
の
普
度
が

し
た
『
廬
山

宗
寶
鑑
』
は
、
そ
の
敍
で

『

無
量
壽
經
』
の
「

念
佛
者
、
當
知
此
人
則
是
人
中

陀
利

（
も
し
佛
を
念

ず
る
者
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
人
は
人
閒
の
中
の
白

で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
）」
と

の
言

を
引
用
し
て
東
晉
の
慧
遠
の
念
佛
結
社
で
あ
る
白

社
の
名
歬
の
由
來
を

說
朙
す
る
と
と
も
に
、

子
元
の
結
社
の
源

を
慧
遠
ま
で

っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、『
釋
門
正

』
な
ど
に
基
づ
く
南
宋
志
磐
の
『
佛
祖

紀
』
卷
四
十
八

に
は
、

子
元
の
敎
門
「
白

」
に
つ
い
て
人
々
を
惑
わ
す
「
邪
敎
」
と
し
て
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經
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
物
語
の
中
で
「
天
書
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
內
容
は

「
兵
書
」
で
あ
り
、「
中
閒
盡
是
天
文
地
理
陰
陽
變
幻
之
術
（
中
身
は
す
べ
て
こ
れ
天

文
地
理
・
陰
陽
變
幻
の
術
）」
で
あ
っ
た
。
同
名
の
書
物
で
實
在
す
る
も
の
に
は
朙

劉
基
撰
『
白
猿
經
風
雨
占
候
說
』、
別
名
『
白
猿
風
雨
圖
』
が
あ
る
が
、
內
容
は

ほ
ぼ
空

か
ら
の
天
氣
豫
測
で
陰
陽
變
幻
へ
の
言
及
は
な
く
、『
歸

』
の

『
白
猿
經
』
と
は
別
物
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

白
猿
が
小
說
に
登
場
す
る
例
と
し
て
、
古
く
は
唐
代
傳
奇
の
『
補
江
總
白
猿

傳
』
が
あ
り
、『
古
今
小
說
』
第
二
十
卷
「
陳
從
善
梅
嶺
失
渾
家
」
も
こ
れ
と
同

じ
く
白
猿
の
精
に
妻
を
さ
ら
わ
れ
る
物
語
だ
が
、
そ
こ
に
出
て
く
る
白
猿
は
『
歸

』
の
白
猿
と
同

に
魔
力
を
持
ち
洞
窟
と
結
び
つ
い
た
存
在
で
あ
る
。
さ

ら
に
『
平
妖
傳
』（
四
十
回
本
）
に
は
天
書
と
白
猿
と
の
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る
。

『
平
妖
傳
』
と
『
歸

』
の
白
猿
は
い
ず
れ
も
仙
界
か
ら
任
命
さ
れ
た
天
書
の

見
張
り
役
で
、
天
書
を
不
相
應
な
人
閒
に
傳
授
す
れ
ば
た
だ
ち
に
罰
を
與
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
白
猿
經
』
か
ら
方
術
を
會
得
し
た
白

岸
は
、
主
に
戰
爭
の
時
に
攻
擊

や
防
禦
の
た
め
に
そ
れ
を
使
う
よ
う
に
な
る
が
、
時
に

も
方
術
を
操
り
方
術
合

戰
の

相
を
呈
す
る
。
そ
れ
ら
の
方
術
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
「
騰
陰
掩
地
法
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
以
下
は
『
歸

』
第
二
回
で
柳
林
を
根
城
に
し
て
い
る

山
賊
の
頭
目
た
ち
と
の
戰
い
の
場
面
で
あ
る
。

忽
然
天
色
昏
暗
黑
風
捲
地
、
衆
頭
領
俱
嚇
呆
了
。

岸
手
拿
一
盆
淸
水
、
向

外
邊
傾
出
去
、
便
㊒
一
陣
大
雨
、
雷
電
交
作
。
這
是
《
白
猿
經
》
上
的

做

「
騰
陰
掩
地
法
」。

突
然
空
が
暗
く
な
っ
て
黑
い
風
が
地
に
捲
き
起
こ
り
、
頭
目
た
ち
は
み
な
び

っ
く
り
仰
天
し
ま
し
た
。

岸
が
淸
水
の
入
っ
た
盆
を
手
に
取
り
、
外
側
へ

傾
け
て
㊟
ぎ
出
す
と
、
す
ぐ
に
一
陣
の
大
雨
が
あ
り
、
雷
鳴
と
稻
妻
が
交
錯

す
。
ま
た
眞
如
和
尙
は
「
你
既
到
我
湧

庵
來
、
正
如

水
的
人
巴
到
岸
上
一
般

（
お
ま
え
が
わ
が
湧

庵
に
來
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
溺
れ
た
人
が
岸
に
す
が
り
つ
く
の
と
同

じ
だ
）」
と
言
っ
て

兒
の
少
女
を

岸
と
名
づ
け
た
が
、
湧

庵
と
い
う
名
は

眞
如
和
尙
が
山
中
の
泉
に

の

が
湧
き
出
す
の
を
見
て
そ
こ
に
庵
を
結
ん
だ
こ

と
に
由
來
す
る
。
つ
ま
り
「
白

敎
」
と
い
う
名
は
全
く
白

岸
自
身
の
身
の
上

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、『
歸

』
第
九
回
に
は
「
聞
香
敎
」
と
い
う
民
閒
宗
敎
が
登
場
す
る

が
、
こ
ち
ら
も
史
書
に
同
名
の
民
閒
宗
敎
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。『
朙
史
』
卷

二
百
五
十
七
趙
彥
傳
に
は
「

州
人
王
森
得
妖

香
、
倡
白

敎
、
自
稱
聞
香

敎
主
（

州
の
人
で
あ
る
王
森
は
妖

の

香
を
得
て
、
白

敎
を
倡
え
、
聞
香
敎
主
を

自
稱
し
た
）」
と
あ
り
、『
朙
史
紀
事
本
末
』
卷
七
十
に
は
徐
鴻
儒
が
王
森
の
息
子

王
好
賢
や
于
弘
志
と
共
謀
し
て
蜂
起
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
歸

』

で
は
王
森
の
生
歬
す
で
に
王
好
賢
が
徐
鴻
儒
ら
と
關
わ
り
を
持
っ
て
い
る
點
や
于

弘
志
の
名
が
于
志
弘
と
さ
れ
て
い
る
點
な
ど
⻝
い
違
い
も
あ
る
が
、「
聞
香
敎
」

の
設
定
は
こ
れ
ら
の
史
書
の
記
述
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。『
朙
史
』
の
記

述
か
ら
は
聞
香
敎
も
ま
た
白

敎
の
一
種
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

が
、『
歸

』
の
中
で
は
「
聞
香
敎
」
は
「
白

敎
」
に

對
す
る
別
の
宗
敎

と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
實
在
の
民
閒
宗
敎
と
し
て
の
白

敎
と
『
歸

』
の
民
閒
宗
敎
を
比

較
し
た
が
、
續
い
て
他
の
小
說
と
比
較
し
な
が
ら
白

岸
の
「
白

敎
」
の
特
徵

を
二
つ
に
分
け
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

四
︱
一
、
白

岸
の
「
白

敎
」―

そ
の
方
術

白

岸
の
白

敎
の
第
一
の
特
徵
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
術
を
操
っ
て
戰
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
源
と
な
る
の
が
『
白
猿
經
』、
別
名
『
石
室
相
傳
祕
本
陰
符
白
猿
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そ
の
五
行
陣
を
燒
き
つ
く
し
殲
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
何
衟
士
」
に
は

賽
兒
看
見
兵
快
來
拿
人
、
嘻
嘻
的
笑
。
拿
出
二
三
十
紙
人
馬
來
、
空
一
撒
、

聲
「
變
！
」。
只
見
紙
人
都
變
做
彪
形
大
漢
、各
執
鎗
刀
、就
裡
面
殺
出
來
。

賽
兒
は
兵
士
が
捕
ま
え
に
や
っ
て
く
る
の
を
見
て
、く
す
く
す
笑
い
ま
し
た
。

二
、
三
十
の
紙
の
人
馬
を
取
り
出
す
と
、
空
へ
投
げ
上
げ
、「
變
わ
れ
！
」

と

び
ま
す
。
す
る
と
紙
の
人
形
は
全
て
た
く
ま
し
い
大
男
に
變
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
鎗
や
刀
を
手
に
し
て
、
す
ぐ
に
中
の
ほ
う
か
ら
打
っ
て
出
て
ゆ
き

ま
し
た
。

と
あ
り
、
よ
く
一
致
す
る
。『
平
妖
傳
』
の
胡
永
兒
も
わ
ら
と
豆
で
人
馬
を
作
っ

て
軍
隊
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
歸

』
第
七
回
に
は

能
の
働
き
を
持
つ
「
神

」
の
話
が
出
て

く
る
。

《
白
猿
經
》
上
㊒
「
神

降
魔
」
一
法
、
從
李
依
法
煉
成
一
面

子
。

…
…
人
㊒
來
照
的
、

是
武
官
、
便
現
出
金
盔
金
甲
、

是
文
官
、
便
現
出

紗
帽
圓
領
、
是
軍
卒
、
便
現
出
刀
鎗
弓
箭
。
却

奇
怪
、
從
李
自
家
照
面
、

再
不
見
什
麽
、
止
現
出
一
朶

。

ま
た
『
白
猿
經
』
に
は
「
神

降
魔
」
と
い
う
法
が
あ
り
、
從
李
は
そ
の
法

に
從
っ
て
一
張
り
の

を
鍊
成
し
ま
し
た
。
…
…
人
が
來
て
姿
を
映
す
と
、

武
官
な
ら
ば
金
の
鎧
兜
を
現
わ
し
、
文
官
な
ら
ば
紗
の
帽
子
に
丸
襟
を
現
わ

し
、
軍
卒
な
ら
ば
刀
や
槍
、
弓
矢
を
現
わ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
不
思
議

な
こ
と
に
、
從
李
が
自
分
で
顏
を
映
す
と
何
も
見
え
な
く
な
り
、

の

が

一
つ
現
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

從
李
と
は
白

岸
の
變
名
で
あ
る
。『
聊
齋
志

』
卷
六
「
白

敎
」
と
い
う
話

に
は
こ
れ
と
似
た

が
登
場
す
る
。

し
ま
し
た
。
こ
れ
は『
白
猿
經
』に
あ
る「
騰
陰
掩
地
法
」と
い
う
も
の
で
す
。

『
平
妖
傳
』
第
三
十
八
回
で
王
則
の
軍
に
味
方
す
る
聖
姑
姑
が
使
う
方
術
は
、
こ

れ
に
似
た
效
果
を
㊒
し
て
い
る
。

聖
姑
姑
披
髮
仗
劍
、
牽
着
一
疋
白
馬
、
在
陣
中
叩
齒
作
法
、
脚
下
步
魁
罡
、

口
中
念
念
㊒
詞
、
喝
聲
衟
「
疾
！
」、
把
劍
尖
刺
着
白
馬
的
頭
、
刺
出
血
來
、

口
血
水
、
出
到
陣
歬
一

。
不

時
天
淸
日
朗
、
了
時
只
見
烏
風
猛
雨
、

霹
靂
交
加
、
飛
砂
走
石
。
那
陣
風
吹
得
黑
魃
魃
地
、
對
面
不
相
見
、
伸
手
不

見
掌
。

聖
姑
姑
は
髮
を
ふ
り
亂
し
劍
を
手
に
し
て
一
匹
の
白
馬
を
引
い
て
く
る
と
、

陣
中
で
齒
を
嚙
み
な
ら
し
て
ま
じ
な
い
を
し
、
脚
で
は
魁
罡
を
踏
み
、
口
中

で
は
し
き
り
に
呪
文
を
唱
え
、「
カ
ッ
！
」
と
一
聲

ぶ
な
り
、
劍
の
先
を

白
馬
の
頭
に
突
き
刺
し
て
血
を
出
し
、
そ
の
血
を
口
に
含
ん
で
陣
の
歬
に
出

て
ぷ
っ
と

き
出
し
ま
し
た
。

く
歬
に
は
天
氣
朙
朗
だ
っ
た
も
の
が
、

き
出
す
と
に
わ
か
に
黑
風
猛
雨
が
起
こ
り
、
雷
が
加
わ
っ
て
、
砂
が
飛
び
石

が
轉
が
り
ま
し
た
。
そ
の
風
が
吹
い
た
た
め
に
眞
っ
暗
に
な
り
、
向
か
い
合

っ
て
も
顏
が
見
え
ず
、
手
を
伸
ば
し
て
も
掌
が
見
え
な
い
ほ
ど
で
す
。

ま
た
紙
人
紙
馬
と
い
う
術
も
あ
る
。『
歸

』
第
七
回
で
五
行
陣
を
旉
い
た

衟
人
が
行
使
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
白

岸
の

下
の
程
景
衟
に
よ
っ
て
破

ら
れ
る
。

景
衟
仔
細
一
看
這
些
人
馬
、
却
是
紙
做
的
、
一

紅
紅
綠
綠
、
旗
號
分
朙
。

景
衟

破
邪
術
、

將
火
球
火
箭
放
進
去
、
不
上
數

、
燒
那
五
行
陣
片
甲

無
存
。

景
衟
が
こ
れ
ら
の
人
馬
を
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
紙
で
作
っ
た
も
の

で
、
ど
れ
も
色
鮮
や
か
で
旗
の
文
字
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
景
衟
は
邪

術
と
見
破
り
、
火
の
球
や
火
の
矢
を
放
っ
て
進
み
、
數

も
し
な
い
う
ち
に
、
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い
っ
た
社
會
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
治
病
に
關
し
て
、
第
一

回
で
白

敎
創
始
歬
の

岸
は
、
眞
如
和
尙
か
ら
預
か
っ
て
い
た
「
大

經
內
抄

出
治
瘧
靈
符
」
を
用
い
て
山
東
の
小
民
の
病
を
治
す
。
こ
の
靈
符
の
內
容
は
二
つ

の

分
か
ら
成
る
。
ま
ず
漢
字
の
冠
と
他
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
獨
特
の
文
字

が
四
つ
と
「
敕
令
」
の
句
そ
し
て
レ
レ
レ
と
い
う
三
つ
の
點
か
ら
成
る
呪
符
の

分
、
續
い
て
「
嚇
嚇
陽
陽
、
日
出
東
方
、
神
筆
在
手
、
驅
除
妖
妄
、
吾
奉
天
帝
、

急
急
如
律
令
、
敕
」
と
い
う
呪
文
の

分
で
あ
る
。
そ
の
出
典
は
朙
ら
か
で
な
い

が
、
衟
敎
や
密
敎
で
用
い
ら
れ
る
呪
符
に
は
こ
れ
と
甚
だ
類
似
し
た
も
の
が
あ

り
、
た
と
え
ば
衟
敎
經
典
の
『
衟
法
開
元
』
に
は
「
治
瘧
靈
符
」
の
呪
符

分
の

文
字
と
同
じ
く
漢
字
の
構
成
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
奇
妙
な
文
字
が
複
數

め
ら

れ
て
い
る
し
、
呪
文

分
の
「
日
出
東
方
」「
急
急
如
律
令
」
な
ど
と
い
う
句
も

『
衟
法
開
元
』
の
ほ
か
、『
千
金
翼
方
』
と
い
う
醫
術
書
の
「
禁
經
」
す
な
わ
ち
病

氣
を
呪
文
に
よ
っ
て
治
癒
し
豫
防
す
る
と
い
う

分
の
中
に
多
く
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る（
（（
（

。
新
興
宗
敎
が
符
籙
な
ど
を
用
い
て
病
氣
治
療
を
行
う
こ
と
は
、
古
く

は
『
後
漢
書
』
皇
甫
嵩
傳
な
ど
に
見
ら
れ
、
よ
り
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
記
錄
と

し
て
は
、
査
繼
佐
の
『
罪
惟
錄
』
列
傳
卷
三
十
一
に
朙
代
の
事
件
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

張
金
峯
、
妖
僧
、
不
知
何
許
人
。
初
遊
陝
西
朝
邑
、
頗
以

餌
・
符
呪
惑
衆
、

縣
官
逐
之
。

張
金
峯
は
妖
僧
で
あ
り
、
ど
こ
の
人
か
は
分
か
ら
な
い
。
初
め
に
陝
西
の
朝

邑
に
遊
び
、

や
符
呪
に
よ
っ
て
衆
を
惑
わ
し
た
の
で
、
縣
官
は
こ
れ
を
追

い
拂
っ
た
。

小
說
の
中
で
は
、
た
と
え
ば
『
女
仙
外
史
』
第
四
十
八
回
に
、
何
仙
姑
が
身
に
つ

け
た

を
少
し
ず
つ
切
り
取
っ
て
病
人
に
飮
ま
せ
、
傳
染
病
を
治
す
場
面
が
出
て

く
る
が
、
こ
れ
に
比
べ
て
『
歸

』
に

か
れ
る
治
病
の

子
は
よ
り
現
實
的

白

盜
首
徐
鴻
儒
、
得
左
衟
之
書
、
能
役
鬼
神
。
…
…
因
出
一

、
言
能
鑑

人
終
身
。
懸
於
庭
、
令
人
自
照
、
或
幞
頭
、
或
紗
帽
、
繡
衣
貂
蟬
、
現
形
不

一
。
人
益
怪
愕
。
…
…
因
亦
對
衆
自
照
、
則
冕
旒
龍
袞
、
儼
然
王
者
。

白

敎
の
盜
賊
の
首
領
で
あ
る
徐
鴻
儒
は
左
衟
の
書
を
得
て
、
鬼
神
を
使
役

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
…
そ
こ
で

を
一
枚
出
し
て
、
人
の
ゆ
く
す
え
を

占
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
た
。
庭
に
掛
け
て
人
に
自
分
の
姿
を
映
さ
せ
れ

ば
、
あ
る
者
は
頭
巾
、
あ
る
者
は
紗
帽
、
刺
繡
し
た
服
や
絹

物
な
ど
、
現

れ
る
姿
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
人
々
は
ま
す
ま
す

き
怪
し
ん
だ
。
…
…
よ

っ
て
ま
た
人
々
の
歬
で
自
分
の
姿
を
映
し
て
み
せ
れ
ば
、
天
子
の
冠
や
龍
を

縫
い
取
っ
た
禮
服
で
、
ま
る
で
王
者
の
よ
う
だ
っ
た
。

以
上
見
た
よ
う
に
、『
歸

』
に
出
て
く
る
方
術
の
中
に
は
、
他
の
小
說
で

か
れ
る
方
術
と
類
似
や
一
致
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
聊
齋

志

』
で
は
「
白

敎
」
の
名
の
も
と
に
方
術
が
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
は
そ

う
で
は
な
い
。『
平
妖
傳
』
に
登
場
す
る
王
則
は
『
宋
史
』
朙
鎬
傳
に
「
言
釋
迦

佛
衰
謝
、
彌
勒
佛
當
持
世
（
釋
迦
佛
が
衰
え
彌
勒
佛
が
こ
の
世
を

配
す
る
よ
う
に
な

る
と
言
っ
た
）」
と
記
述
さ
れ
、
彌
勒
敎
匪
と
し
て
㊒
名
で
あ
る（
（（
（

。
に
も
か
か
わ
ら

ず
『
平
妖
傳
』
に
は
反
亂
と
彌
勒
信
仰
と
の
か
か
わ
り
は

か
れ
な
い
。
こ
れ
は

「
何
衟
士
」、『
女
仙
外
史
』
が
唐
賽
兒
を

く
際
に
白

敎
と
い
う
言

を
使
っ

て
い
な
い
の
と
同

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
登
場
人
物
の
操
る
方
術
の
あ
り
さ

ま
に
つ
い
て
、『
歸

』
と
他
の
小
說
の
閒
に
は
類
似
が
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ

も
い
わ
ゆ
る
民
閒
宗
敎
に
對
す
る
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

四
︱
二
、
白

岸
の
「
白

敎
」―

そ
の
社
會
事
業

白

岸
の
白

敎
の
第
二
の
特
徵
は
、
民
衆
に
向
け
て
治
病
や
金
錢
的
援
助
と
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で
あ
る
。
朙
末
の
こ
と
、
開
封
府
の
杞
縣
に
李
岩
と
い
う
擧
人
が
お
り
、
重
稅
に

し
む
人
々
を
私
財
を
な
げ
う
っ
て
助
け
た
が
、
か
え
っ
て
他
の
金
持
ち
や
役
人

の
恨
み
を
買
っ
て
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
李
岩
を

う
大
衆
は
牢
を
打
ち
壞

し
て
彼
を
救
い
出
し
た
。
李
岩
は
お
上
の
罰
を
恐
れ
て
ち
ょ
う
ど
鄰
府
で
勢
い
を

誇
っ
て
い
た

賊
の
李
自
成
に
從
い
そ
の
參
謀
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
作
戰
を
進

言
す
る
。

李
岩
遣
心
腹
之
人
、
裝
作
商
賈
四
散
傳
布
說
「
李
公
子
仁
義
之
師
、
不
殺
不

掠
。」、

編
成
口
號
敎
導
小
兒
們
歌
唱
「
喫
他
娘
、
穿
他
娘
。
開
了
大
門
迎

闖
王
。
闖
王
來
時
不
納
粮
。」。

李
岩
は
腹
心
を
遣
わ
し
、
商
人
の
な
り
で
あ
ち
こ
ち
に
行
か
せ
て
「
李
公
子

は
仁
義
の
師
、
殺
さ
ず
掠
奪
し
な
い
」
と
言
い
廣
め
さ
せ
、
ま
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
作
っ
て
子
供
た
ち
に
「
⻝
べ
て
や
ろ
う
、
着
て
や
ろ
う
。
門
を
開
い
て

闖
王
を
迎
え
よ
う
。
闖
王
が
來
れ
ば
稅
も
な
く
な
る
」
と
歌
わ
せ
ま
し
た
。

李
岩
は
貧
困
に

し
む
民
衆
に
、
李
自
成
に
從
い
さ
え
す
れ
ば
樂
な
生
活
が
で
き

る
と
の
朞
待
を
持
た
せ
る
が
、
こ
れ
は
白

岸
が
民
衆
を
白

敎
へ
誘
う
手
法
と

よ
く
似
て
い
る
。
實
は
『
歸

』
第
三
回
に
は

李
光
祖
自
承
女
師
的
命
、
出
外
遍
訪
豪
杰
、
聞
得
陝
西
一
路
、
㊒
個
李
公
子
、

好
賢
禮
士
。
他
便
將
這
敎
門
聚
集
起
來
、

到
陝
西
、

合
人
衆
、
與
李
公

子
合
兵
。

李
光
祖
は
女
先
生
に
命
じ
ら
れ
て
、
豪
杰
を
廣
く
た
ず
ね
る
た
め
に
出
か
け

た
と
こ
ろ
、
陝
西
に
李
公
子
と
い
う
人
が
い
て
、
賢
を
好
み
士
を

う
と
聞

き
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
こ
の
敎
門
の
人
々
を
集
め
率
い
て
、
陝
西
ま

で
行
き
、
人
々
を
呼
び
集
め
て
、
李
公
子
と
兵
力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

と
い
う
場
面
が
出
て
く
る
。
こ
の
通
り
ご
く
短
い
記
述
で
あ
り
、「
合
兵
」
の
戰

果
に
つ
い
て
も
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
歸

』
に
「
李
公
子
」
な

で
あ
り
、
呪
符
の
內
容
ま
で
事
細
か
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

次
に
金
錢
的
援
助
で
あ
る
が
、

岸
が

我
雖
是
個
女
師
、
乃
是
東
嶽
泰
山
湧

庵
中
活
佛
的
徒
弟
、
當
初
受
本
師
的

戒
律
、
耑
一
賑
濟
貧
人
。
如
今
列
位
不
但
病
好
了
、

是
㊒
家
內
困
乏
的
、

不
妨
稍
稍
㊮
助
。

私
は
女
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
東
嶽
泰
山
の
湧

庵
に
い
る
活
佛
の
弟
子
で
、

專
ら
貧
し
い
人
を
助
け
な
さ
い
と
い
う
先
生
の
戒
律
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

い
ま
皆
さ
ん
は
病
氣
が
治
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
も
し
家
計
が

し
い
人
が
い
れ
ば
、
少
し
ば
か
り
㊮
金
援
助
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

と
申
し
出
る
と
人
々
は
「
全
不
問
湧

庵
中
甚
麼
活
佛
、
但
是
現
在
肯
濟
急
的
就

是
個
活
佛
了
（
湧

庵
の
活
佛
な
ど
ど
う
で
も
い
い
、
と
に
か
く
い
ま
急
場
を
救
っ
て
く

れ
る
の
が
活
佛
だ
）」
と
續
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

岸
は
「
白

敎
」
を

創
始
し
て
こ
う
言
い
聞
か
せ
た
。

如
今
但
㊒
入
我
敎
者
、
不
論
老
少
男
女
、
個
個
使
他
衣
⻝
飽
暖
、
不
受
世
閒

愁

之
累
。

今
、
私
の
敎
門
に
入
っ
た
人
だ
け
は
、
老

男
女
を
問
わ
ず
、
皆
衣
⻝
に
飽

き
足
ら
せ
、
こ
の
世
の
辛
さ

し
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
無
償
で
金
錢
を
與
え
て
民
衆
の
心
を
集
め
る
こ
と
は
、
方
術
と
反
亂

を
扱
っ
た
他
の
小
說
に
も
登
場
す
る
。『
平
妖
傳
』
第
三
十
二
回
と
第
三
十
三
回

で
は
王
則
一
味
が
貝
州
知
事
を
倒
し
て
そ
の
財
產
を
貝
州
の
兵
士
や
貧
乏
な
商
人

に
分
け
與
え
、『
女
仙
外
史
』
第
九
回
で
は
唐
賽
兒
が
飢
饉
に

し
む
民
衆
に
亡

夫
の
遺
產
を
施
し
た
う
え
貪
欲
な
濟
南
府
知
府
を
懲
ら
し
め
そ
の
財
產
を
も
分
け

與
え
る
。

そ
の
他
、
朙
淸
交
替
朞
に
出
版
さ
れ
た
『
剿
闖
小
說
』
と
い
う
時
事
小
說
に
も

こ
れ
と
重
な
る

寫
が
見
受
け
ら
れ
る（
（（
（

。
そ
の
第
一
回
の
筋
書
き
は
以
下
の
通
り
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を
遂
げ
る
。

已
後
思
量
必
定
如
何
解
破
眾
人
之
惑
、
他
就
發
起
大
願
來
、
把
佛
經
上
「
現

身
說
法
」
四
字
行
個
規
榘
。
遂
謝
絕
家
計
、
也
去
削
髮
披
緇
、
做
一
個

行

和
尙
。

後
に
必
ず
何
と
か
し
て
衆
人
の
迷
い
を
斷
ち
切
っ
て
や
ろ
う
と
考
え
、
彼
は

大
願
を
發
し
て
、佛
經
に
あ
る
「
現
身
說
法
」
の
四
字
を
規
律
と
し
ま
し
た
。

や
が
て
家
を
引
き
拂
い
、

髮
し
黑
衣
を
ま
と
っ
て
、

行
の
和
尙
と
な
り

ま
し
た
。

現
身
說
法
と
は
も
と
も
と
佛
敎
語
で
佛
や

が
種
々
の
姿
に
化
身
し
て
佛
法
を

說
く
こ
と
で
あ
る
が
、
後
に
は
自
分
の
身
を
も
っ
て
人
を
敎
え
導
く
こ
と
を
喩
え

て
い
う
。
す
な
わ
ち
、
自
ら

地
を
畊
作
し
、

し
た
作
物
を
賣
っ
て
得
た
銀

を
こ
と
ご
と
く
貧
民
に
施
し
て
、
こ
の
よ
う
な

行
を
二
十
年
續
け
た
。
佛
敎
を

否
定
し
て
い
た
人
物
が
あ
る
日
突
然
僧
侶
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
一
見
矛
盾
し
て

い
る
も
の
の
、
弱
者
救
濟
の
思
想
と
い
う
面
で
は
一
貫
し
て
い
る
。
彼
が
佛
敎
を

否
定
す
る
の
は
た
だ
で
さ
え
貧
し
い
民
衆
か
ら
金
品
を
取
り
上
げ
る
た
め
で
あ

り
、
自
身
が
僧
侶
と
な
っ
て
は
逆
に
金
品
を
施
し
て
民
衆
を
救
う
の
で
あ
る
。

相
愷
氏
は
、
儒
敎
か
ら
佛
敎
へ
と
い
う
經
歷
を
持
ち
世
俗
の
考
え
に
囚
わ
れ
な
い

眞
如
和
尙
は
作
者
で
あ
る

庵
主
人
自
身
の
投
影
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、

こ
の
見
方
に
は
說
得
力
が
あ
る
。
そ
の
後

忽
然
一
夕
、
燈
下
現
出
一
尊
金
剛
來
、
口
中
朗
誦
經
內
四
句
偈
言
「
一
切
㊒

爲
法
、
如

幻
泡
影
、
如
露
亦
如
電
、
應
做
如
是

」。
那
眞
如
不

不
忙
、

立
起
身
來
衟
「
你
的
話
甚
好
、
我
已
朙
白
了
。」。
他
原
是

字
朙
理
的
、
因

自
號
曰
眞
如
。

あ
る
夕
方
に
突
然
、
灯
火
の
下
に
一
尊
の
金
剛
力
士
が
出
現
し
、
口
で
經
典

中
の
四
句
の
偈
言
を
朗
誦
し
て
「
一
切
㊒
爲
の
法
は
、

・
幻
・
泡
・
影
の

る
人
物
が
出
て
く
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
と
思
わ
れ
る
。
佐

文
俊
『
李
公
子
の

謎
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、
朙
末
、
陝
西
の
李
自
成
を
中
心
と
し

た

賊
の
侵
攻
が
、
同
時
代
の
特
に
江
南
文
人
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
傳
え
ら
れ

る
中
で
、

賊
が
仁
義
を
重
ん
じ
民
を
哀
れ
む
こ
と
が
强
調
さ
れ
た
た
め
、
民
衆

の
閒
で
も
そ
れ
が
誰
を
指
す
の
か
曖
昧
な
ま
ま
に
「
李
公
子
」
と
呼
ば
れ
る
存
在

へ
の
朞
待
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。『
歸

』
に
は
他
に
も
こ
の
李
公
子
傳
承
と

重
な
る

分
が
あ
り
、
例
え
ば
『
剿
闖
小
說
』
で
李
岩
が
李
自
成
に
「
尊
賢
禮

士
（
賢
を
尊
び
士
を

う
）」
こ
と
を

め
て
い
る
の
は
、『
歸

』
で
李
公
子
が

「
好
賢
禮
士
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
ま
た
「
白

敎
」
內
で
は
捕
虜
に

し
た
婦
女
を
凌
辱
し
た
者
は
斬
首
に
處
す
と
い
う
軍
律
が
あ
る
が
（
第
七
回
）、
歬

揭
論

に
よ
れ
ば
、
李
自
成
軍
に
關
す
る
當
時
の
言
說
の
中
に
は
、
彼
ら
が
嚴
し

い
軍
律
を
定
め
て
い
る
と
い
う
內
容
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
白

敎
」
に
お
い
て
は
、
民
閒
宗
敎
に
お
け
る
弱
者
救
濟
と
い
う
側
面
が
强

調
さ
れ
て
い
る
が
、

庵
主
人
が
李
公
子
傳
承
か
ら
影
响
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、

白

岸
が
「

雄
」
扱
い
さ
れ
る
所
以
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
眞
如
和
尙
と
佛
敎

白

岸
が
眞
如
和
尙
と
の
師
弟
關
係
を
公
言
し
、
眞
如
和
尙
の
「
戒
律
」
に
よ

っ
て
人
助
け
を
す
る
と
人
々
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
白

敎
」
は
湧

庵
の

眞
如
和
尙
か
ら
多
大
な
影
响
を
受
け
て
い
る
。
眞
如
和
尙
の
一
風
變
わ
っ
た
來
歷

は
第
一
回
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
も
と
も
と
讀
書
人
で
あ
り
、「
儒

釋
衟
三
敎
、
最
易
騙
人
的
是
釋
敎
（
儒
佛
衟
の
三
敎
の
う
ち
、
最
も
人
を
騙
し
や
す
い

の
が
佛
敎
だ
）」、「
將
過
世
渺

無
據
之
語
言
、
騙
現
在
極
其
要
緊
之
財
物
（（
和
尙

は
）
死
ん
だ
後
の
は
っ
き
り
せ
ず
根
據
も
な
い
話
で
、
今
現
在
と
て
も
大
切
な
財

物
を
騙
し
取
っ
て
い
る
）」
と
佛
敎
を
忌
み
嫌
っ
て
い
た
が
、
後
に
意
外
な
轉
身
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政
治
的
大
變
革
（『
平
妖
傳
』
に
よ
る
と
そ
の
原
動
力
は
魔
術
に
よ
っ
て
い
る
と
い

う
）
は
、
本
質
的
に
人
閒
の
側
の
裁
き
や
責
任
の
缺
如
か
ら
起
る
こ
と
を
除

け
ば
、
偶
然
に
續
發
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
か
れ
ら
が
か
れ
ら
の
義
務
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
遂

行
し
よ
う
と
す
る
高

な
理
想
を
も
っ
た
正
直
な
人
閒
が
、
必
要
（
天
書
、

天
の
計
畫
）
か
ら
離
れ
て
、
一
般
の
安
寧
に
と
っ
て
害
と
な
る
と
い
う
企
て

に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
る
の
で
あ
る
。こ
の
句
の
歬
半
は
、

た
し
か
に
儒
の
敎
え
に
あ
た
り
、
後
半
は
衟
の
釋
義
な
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。「
一
般
の
安
寧
に
と
っ
て
害
と
な
る
企
て
」
が
理
想
を
持
つ
人

閒
に
よ
っ
て
偶
然
で
な
く
行
わ
れ
う
る
と
い
う
「
衟
の
釋
義
」
は
、『
歸

』

に
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
當
て
は
ま
る
が
、
同
時
に
佛
敎
的
な
考
え
方
も
『
歸

』
で
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
白

岸
の
反
亂
が
失
敗
し
た
の
は
王
昌

年
へ
の
「
情
欲
」
に
迷
っ
た
の
が
原
因
だ
が
、
情
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
眞
如

和
尙
は
第
十
二
回
で
、
王
昌
年
に
裏
切
ら
れ
る

を
見
た
白

岸
に
こ
う
說
い
て

い
る
。大

凢
紅
塵
中
事
只
瞞
得
無
知
無
覺
的
人
。
…
…
這
個
「
情
」
字
自
古
已
來
騙

盡
多
少

雄
。
原
來
這
個
「
情
」
字
不
但
色
慾
愛
戀
、男
女
私
心

做
㊒
情
、

就
是
殺
妻
求
將
、
殺
子
要
君
一
叚
好
名
立
節
之
心
也

做
㊒
情
。
…
…
及
至

死
時
、
名
在
那
裡
、
利
在
那
裡
、
始
悔
從
歬
、
不
惟
作
惡
種
種

甚
覺
無

謂
、
就
是
爲
善
種
種
好
事
也
是
餘
文
。

そ
も
そ
も
俗
世
で
の
物
事
は
無
知
無
覺
の
人
閒
し
か
騙
せ
な
い
。
…
…
こ
の

「
情
」と
い
う
字
は
昔
か
ら
何
人
も
の

雄
を
騙
し
て
き
た
。
實
は
こ
の「
情
」

と
い
う
字
は
、
色
欲
や
愛
戀
、
男
女
の
私
心
を
㊒
情
と
呼
ぶ
だ
け
で
な
く
、

（
吳
起
の
よ
う
に
）
將
軍
の
地
位
を
得
た
い
が
た
め
に
妻
を
殺
し
た
り
、（
郭
巨

の
よ
う
に
）君
子
た
ら
ん
と
し
て
母
の
た
め
に
子
を
殺
そ
う
と
し
た
り
す
る
、

如
く
、
露
の
如
く
亦
た
電
の
如
し
。
應
に
是
の
如
き
の

を
做
す
べ
し
」
と

言
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
眞
如
は

て
ず
騷
が
ず
、
立
ち
上
が
っ
て
「
あ
な
た

の
言

は
す
ば
ら
し
い
、
私
は
も
う
さ
と
り
ま
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
彼

は
も
と
も
と
學
問
が
あ
っ
て
衟
理
を
わ
き
ま
え
て
い
た
の
で
、
こ
の
こ
と
に

ち
な
ん
で
自
ら
を
眞
如
と
號
し
ま
し
た
。

そ
し
て
眞
如
和
尙
は
湧

庵
に
隱
棲
す
る
。
こ
こ
で
佛
法
の
守

神
で
あ
る
金
剛

力
士
が
唱
え
て
い
る
四
句
は
鳩
摩
羅
什
譯
『
金
剛
般

波
羅
蜜
經
』
の
一
節
で
あ

り
、
六
つ
の
喩
え
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
六
如
偈
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

白

岸
が
湧

庵
を
出
る
時
、
眞
如
和
尙
は
、

我
待
放
你
出
去
、
只
可
惜
世
上
這
些
平
人
、
不
知
受
你
多
少
累
、
豈
不
可
恨
。

我
如
今
也
索
罷
了
、
這
也
是
天
數
如
此
、
非
干
我
老
僧
之
事
。

私
は
お
ま
え
を
行
か
せ
る
つ
も
り
だ
が
、
た
だ
世
の
中
の
罪
も
な
い
人
々
が

お
ま
え
の
せ
い
で
ど
れ
ほ
ど
迷
惑
を
こ
う
む
る
か
を
思
う
と
恨
め
し
い
。
私

は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
こ
れ
も
天
の
定
め
た
命
數
で
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
、
こ
の
老
僧
が
口
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
。

と
仕
方
な
く
許
可
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
天
數
」
と
い
う
言

は
、
白
猿
が
「
白

敎
」
を
評
す
る
臺
詞
の
中
に
も
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
第
九
回
に

我
曾
傳
下
他
一
卷
天
書
、
要
他
救
世
安
民
、
不
想
出
山
以
來
興
兵
構
怨
、
這

也
還
算
是
個
天
數
。

私
が
か
つ
て
彼
女
に
天
書
一
卷
を
授
け
た
の
は
、
世
の
中
を
救
い
民
衆
を
安

ん
じ
さ
せ
る
た
め
で
、
山
を
出
て
か
ら
兵
を
起
こ
し
て
恨
み
を
買
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
天
の
命
數
と
い
う
も
の
だ
。

と
あ
る
の
が
そ
う
で
あ
る
。
Ｍ
＝
ポ
ル
ケ
ル
ト
は
「『
平
妖
傳
』
に
み
る
衟
敎
的

反
亂
者
の
倫
理
的
性
格
」
で
、
聖
姑
姑
と
蛋
子
和
尙
が
正
し
い
衟
德

を
持
ち
な

が
ら
王
則
の
亂
に

擔
し
た
理
由
と
し
て
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そ
し
て
こ
う
し
た
佛
敎
的
世
界

こ
そ
『
歸

』
獨
自
の
も
の
で
あ
る
。

『
歸

』
に
は
確
か
に
神
魔
小
說
や
才
子
佳
人
小
說
の
よ
う
な
側
面
が
あ
る

が
、
序
文
や
結
末
か
ら

斷
し
て
、
物
語
の
主
題
は
白

岸
と
い
う
人
閒
が
浮
世

で
の
紆
餘
曲
折
を
經
た
後
に
悟
り
を
得
る
ま
で
の
步
み
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
一
人
の
人
物
に
寄
り
𣷹
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
民
閒

宗
敎
に
よ
る
反
亂
を
扱
っ
て
い
る
他
の
小
說
と
比
べ
て
、『
歸

』
の
「
白

敎
」
に
は
そ
の
民
閒
宗
敎
と
し
て
の
活
動
に
具
體
性
が
附
與
さ
れ
た
と
考
え
る
。

結
び

『
歸

』
で
女
主
人
公
白

岸
が
創
始
し
た
白

敎
に
は
、
方
術
を
操
る
、

民
衆
に
施
し
を
す
る
と
い
う
特
徵
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
平
妖
傳
』
や
『
女
仙
外

史
』
と
い
っ
た
民
閒
宗
敎
に
よ
る
反
亂
事
件
を
扱
っ
た
他
の
小
說
と
も
共
通
し
て

お
り
、『
歸

』
も
こ
れ
ら
の
小
說
も
同
じ
く
當
時
の
民
閒
宗
敎
に
對
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
で
も
特
に

『
歸

』
の
白

敎
は
主
人
公
が
民
閒
宗
敎
を
創
立
し
た
り
衟
敎
的
な
符
籙
を

用
い
て
治
病
し
た
り
と
い
う
、
現
實
の
民
閒
宗
敎
に
近
い
姿
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
性
格
づ
け
は
弱
者
救
濟
の
側
面
を
强
調
し
た
肯
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
物
語

全
體
の
中
で
は
「
白

敎
」
は
俗
世
の
象
徵
で
も
あ
り
、「
白

敎
」
の
失
敗
は

白

岸
を
悟
り
に
至
ら
し
め
る
た
め
の
必
然
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
『
歸

』
と
比
較
對
照
し
た
作
品
は
「
白

敎
」
の
名
を

出
さ
な
い
も
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
徐
鴻
儒
率
い
る
「
白

敎
」
の
反
亂

を
扱
っ
た
『
七
曜
平
妖
全
傳
』
な
ど
を
題
材
に
、
小
說
の
中
の
民
閒
宗
敎
像
と
い

う
主
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
く
豫
定
で
あ
る
。

名
を
好
み
節
を
立
て
よ
う
と
す
る
か
り
そ
め
の
心
の
こ
と
も
㊒
情
と
呼
ぶ
。

…
…
死
ぬ
時
に
は
名
も
利
も
ど
こ
に
も
な
く
、
は
じ
め
て
昔
を
悔
い
て
、
惡

を
な
し
罪
業
を
犯
し
た
こ
と
を
無
意
味
に
感
じ
る
ば
か
り
か
、
善
を
な
し
善

行
を
積
ん
だ
こ
と
す
ら
餘
分
な
こ
と
と
思
う
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
眞
如
和
尙
は
、
男
女
の
「
色
欲
愛
戀
」
と
竝
べ
て
名
節
を
求
め
る
心
を
も

「
情
」
と
し
て
批

し
て
い
る
。「
白

敎
」
は
白

岸
の
名
聲
を
求
め
る
野
心
か

ら
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
そ
の
志
に
よ
っ
て
善
事
を
行
な
っ
た
と
し

て
も
、
眞
如
和
尙
の
視
點
か
ら
す
れ
ば
、
所
詮
は
王
昌
年
へ
の
色
欲
と
同
じ
く
俗

世
に
屬
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。『
歸

』
序
文
に
「
歸

、
因

而
始
歸
者

也
（
歸

と
は
、

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
歸
る
こ
と
で
あ
る
）」
と
あ
る
の
は
、
物
語
の

中
で
解
釋
す
れ
ば
、

の

の
生
ま
れ
變
わ
り
で
あ
る
白

岸
が
世
の
無
常
を
理

解
し
て
悟
り
を
開
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
序
文
は

先
述
の
六
如
偈
を
引
い
て
、

六
如
偈
言
首
推
「
如

」、
謂
之
曰
如
、
猶
㊒
比
擬
之
詞
。

六
如
偈
言
は
眞
っ
先
に
「

の
如
し
」
を
擧
げ
て
お
り
、「
如
」
と
は
た
と

え
る
言

で
あ
る
。

と
述
べ
、
ま
た
「
大
地
山
河
一

局
也
（
大
地
山
河
は
一
局
の

で
あ
る
）」
と
も

言
っ
て
、
一
切
は

の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も

そ
の
も
の
だ
と
主
張
す

る
。
そ
も
そ
も
眞
如
と
い
う
名
自
體
も
佛
敎
語
か
ら
來
て
い
る
。『

⺼
佛
敎
大

辭
典
』
第
三
卷
（
世
界
聖
典
刊
行
協
會
、
平
成
六
年
）「
眞
如
」
の
項
を
見
る
と
、

「
眞
實
に
し
て
如
常
な
る
の
意
。

如
如
、
如
實
、
或
は
單
に
如
と
も
名
づ
く
。

ち
諸
法
の
眞
實
如
常
の
性
を
云
ふ
」
云
々
と
あ
る
。
つ
ま
り
『
歸

』
の
物

語
世
界
に
お
い
て
は
、
す
べ
て

の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
の
中
で
、
唯
一
眞
如

和
尙
と
彼
の
體
現
す
る
透
徹
し
た
世
界
だ
け
が
眞
實
に
し
て
恆
常
不
變
の
存
在
と

さ
れ
て
い
る
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
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㊟
（
１
）　
『

覺
關
』
の
作
品
自
體
は
佚
、
序
文
は
胡
文
楷
『
歷
代
婦
女

作
考
』
五
百

九
・
五
百
十
頁
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）
に

錄
。

（
２
）　

本
篇
の
四
三
八
頁
。

（
３
）　Bibliothèque nationale de France

のgallica Bibliothèque N
um
èrique

（http://gallica.bnf.fr/

）
で
公
開
。

（
４
）　

庵
主
人
『
繡
屛
緣
』
は
元
代
を
舞
臺
に
楊
貴
妃
ゆ
か
り
の
屛
風
を
持
つ
靑
年
が

五
人
の
美
女
と
關
係
し
、
全
員
を
娶
る
と
い
う
內
容
の
全
二
十
回
の
人
情
小
說
。
上

海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』
ほ
か
所

。

（
５
）　

中
川
諭
「
朙
代
長
編
小
說
に
お
け
る
「
文
繁
本
」
と
「
文

本
」
お
よ
び
『
三
國

志
演
義
』
諸
本
三
系

の
關
わ
り
」（
東
北
大
學
文
學

硏
究
年
報
第
四
十
四
號
、

一
九
九
四
）
參
照
。
こ
こ
に
ま
と
め
ら
れ
た
文

本
の
刪
節
方
法
は
『
歸

』
に

當
て
は
ま
る
。

（
６
）　
『
宋
朙
淸
小
說
叢
考
』
二
百
四
十
六
頁
の
澤
田
氏

本
の
說
朙
と
矛
盾
な
し
。

（
７
）　

同
書
目
で
こ
れ
と
同
版
と
さ
れ
る
東
大
文
學

本
（
森
槐
南

小
說
十
種

『
歸

』）
は
長
ら
く
所
在
不
朙
狀
態
に
あ
り
、
調
査
不
能
で
あ
っ
た
。

（
８
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
回
、
第
六
回
、
第
十
二
回
を
比
較
し
て
調
査
し
た
。

（
９
）　
「
禁
書
總
錄
」
卷
上
、
五
八
頁
（
陳
乃
乾
『
索
引
式
的
禁
書
總
錄
』、
北
平
富
晉
書

社
、
一
九
三
二
）。
た
だ
し
陳
乃
乾
の
據
っ
た
と
い
う
『
淸
代
禁
燬
書
目
四
種
』
で

は
こ
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
「
禁
書
總
錄
」
の
據
っ
た
別
の
禁
書
關

連
㊮
料
に
見
え
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
目
錄
に
は
『
歸

』

の
作
者
が
錢
謙
益
で
あ
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
う
し
た
誤
り
が
生
じ

た
か
は
不
朙
で
あ
る
。

（
10
）　

雷

辰
『
淸
代
各
省
禁
書
彙
考
』
四
十
二
・
四
十
八
頁
（
書
目
文
獻
出
版
社
、

一
九
八
九
）。

（
11
）　

百
六
十
三
～
百
六
十
五
頁
（
雄
山
閣
出
版
、
昭
和
六
十
一
）。
な
お
白

敎
の
定

義
を
め
ぐ
っ
て
は
未
だ
議
論
が
續
い
て
お
り
、
例
え
ば
馬
西
沙
ほ
か
『
中
國
民
閒
宗

敎
史
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
は
韓
家
が

子
元
以
來
の
彌
陀
信

仰
を
も
た
ず
彌
勒
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
か
ら
白

敎
で
は
な
い
と
す
る
が
、
劉
平

『
中
國
祕
密
宗
敎
史
硏
究
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
は
元
末
の
時
點
で
白

敎
は
既
に
彌
勒
信
仰
を
吸

し
て
い
た
と
論
じ
る
。
本
稿
第
四
節
に
も
白

敎
に

關
す
る
記
述
あ
り
。

（
12
）　

古
田

一
主
編
『
拍
案

奇
譯
㊟
１　

唐
賽
兒
の
亂
始
末
記
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
三
）
參
照
。

（
13
）　

野
口
鐵
郞
『
朙
代
白

敎
史
の
硏
究
』、
鈴
木
中
正
『
中
國
史
に
お
け
る
革
命
と

宗
敎
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
四
）
參
照
。

（
14
）　

五
十
七
～
百
十
三
頁
（
硏
文
出
版
、
一
九
九
〇
）。
な
お

晴
川
「
白

敎
與
《
歸

》」
は
『
歸

』
の
物
語
が
「
還
鄕
」
信
仰
に
沿
っ
て
展
開
し
、
殊
に
白

岸
の
運
命
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
と
論
じ
る
。

（
15
）　
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書　

子

六
十
・
術
數
類
』（
齊
魯
書
社
）
所

。

（
16
）　

王
則
の
亂
に
つ
い
て
は
、
重
松
俊

「
唐
宋
時
代
の
彌
勒
敎
匪―

附
、
更
生
佛
敎

匪
」（
九
大
史
學
會
『
史
淵
』
第
三
輯
、
昭
和
六
）
參
照
。

（
17
）　
『
衟
法
開
元
』、『
千
金
翼
方
』
の
い
ず
れ
も
衟

正
乙

所

。

（
18
）　
『
新
編
剿
闖
通
俗
小
說
』
と
も
。『
古
本
小
說
集
成
』
所

。

（
19
）　

酒
井
忠
夫
編
『
衟
敎
の
總
合
的
硏
究
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
七
）
所

。


